
                                   

 

寄付者のみなさまからのメッセージ 
ご寄付を頂いた皆様から多くの応援メッセージをいただきました。 

温かいお言葉に職員一同強く励まされております。 

皆様からのご厚意に、心より御礼申し上げます。 

ご公表をご承諾いただいた方のメッセージをご紹介いたします。 

 

中学生の頃、地元で開催されたひめゆり学徒隊の展示会を観て、いつか必ず訪れたいと思い

ながら、まだ訪れる事が叶いません。無くしてはいけない場所だと思っているので、微力で

はありますが、協力させて頂きたく思います。 

（2021/6/6 千葉県 和田 真由美） 

 

 

次世代へ戦争の愚かさ、悲惨さを伝え続けて頂きたいとともに、亡くなられた方々はじめと

して関係された方々の犠牲のもとに平和な日本があることをいつも心に留めておきたく、こ

の度少額ですが毎月寄付をさせて頂きたいと思い立ちました。 

（2021/6/6 東京都 宮下 貴以子） 

 

 

修学旅行でひめゆりに行きました。 

自分とほとんど年の変わらない 10代の女の子達の手記を読んだ衝撃は忘れられません。 

後世まで残って欲しい、触れるチャンスを失ってはならないと思います。 

ほんの僅かで申し訳ありませんが応援しております。 

                          （2021/6/6 福岡県 Ⅿ．Ｋ） 

 

 

学生時代数回資料館を訪れています。リアルな壕の再現や、貴重な資料の数々、そして何よ

り直接お話を伺えるという体験は若者にとって何より大事ではないかと思い、寄付させて頂

きます。早くコロナが落ち着いて、また今の若者達が資料館で学んで欲しいと願っておりま

す。 (※現在、生存者による証言活動は行っておりません）   

（2021/6/7 熊本県 小山 千晶）                                                             

 

 

母の故郷沖縄。幼少期から資料館を訪れる度、その時々で感じたり考えさせられることが変

化します。これからも、歳を重ねるごとに訪れて感謝や恒久平和への思いを持ち続けたいで

す。そして、自分の子ども達にもそうある場所として存続して欲しいと強く願います。頑張

って下さい！ 

（2021/6/8 広島県 下村 玲子） 

 



                                   

本邦の一員として、貴館にはぜひ存続して頂きたいと思っております。少額で大変恐縮では

ありますが、ご活動今後とも応援申し上げます。 

（2021/6/6 兵庫県 江川 史朗） 

 

 

数年前に訪問させていただきました。どうしようもなく涙が溢れ、自分でも未だに理由が分

かりません。人間が自分たちの弱さと愚かさから目を逸らさないために、同じ過ちを繰り返

さないために、あの場所を守り続けること、あの出来事を伝え続けることがとても大切だと

思います。僅かですが、お力になれたら嬉しく思います。 

（2021/6/6 神奈川県 匿名希望） 

 

 

私にとっても大切な場所です。リニューアル後まだ行けていませんが、リニューアル前の展

示にも、来館者の心に訴える工夫がさまざまされていて、改めて戦争を起こさない努力をし

なければと思いました。体験を語れる方が少なくなる中、沖縄戦を、ひめゆり学徒隊を伝え

続けることに、少しでも私もできることをしたいと思っているので、毎月寄付で参加できる

のはとてもうれしいです！ 

（2021/6/6 東京都 安谷屋 貴子） 

 

 

東京の映画館・ポレポレ東中野で 6月 19日に上映されたドキュメンタリー映画「ひめゆり」

を拝見しました。映画に感動するとともに、上映後のトークショーに登壇された監督の柴田

昌平さんから寄付の呼びかけがあり、心より賛同いたしました。 

（2021/6/19 東京都 大墻 敦） 

 

 

２年前、研修で来館しました。貴重な資料の展示や熟考された研修内容に、とても有意義な

時間を過ごさせていただき、心に残っています。ありがとうございました。沖縄県民として、

日本国民として、知って考えるべき事実がここにはあると感じました。絶対になくしてはい

けない施設だと思います。これからの世界の平和と、ひめゆり平和祈念資料館の発展をお祈

りしています。 

（2021/6/8 沖縄県 Ⅿ．Ⅿ） 

 

 

何度かうかがいました。とても良く出来た、反戦施設だと思っています。 

彼女たちの地上戦に巻き込まれる、それ以前の平和な学校生活からの描写等 ストーリーだ

てていますね。今回何かお役に立てうれしく思ってます。 

（2021/6/7 東京都 眞田 博之） 


